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旅人也」で始まる不朽の名文であり、今日も多くの人々に讃え続けられる最高傑作である。芭蕉は、四十六歳の元禄二（一六八九）年二月の中旬、隅田川のほとり小名木川の傍にあった草庵 妻子のある平右衛門一家に譲った。そして、仙台堀川のほとり江東区平野町一丁目七の八（滝沢馬琴宅旧跡に近い）杉山市兵衛俳号杉風 別荘採荼庵に移った。 （平成に入っ
さいとあん
て何時の頃か海辺橋を渡った右側、深 一丁目十の現在地に移っている。 ）三月二十七日、友人知己に見送られて現在の大橋公園（南千住 千住大橋詰め）で下船、曽良 共に陸奥（福島・岩手・秋田・青森 各県をふくむ）
・出羽（山形・秋田） ・北陸の各地をまわり、大垣に至る旅に発ったのである。そして八月二十一日、藩士など多くの人々の待つ美濃の大垣に到着した。しかし、九月六日には再び伊勢神宮の御遷宮を拝むため 、曽良と路通を伴い（おくのほそ道結びの地・谷木因宅前）船町の水門川より舟に乗って旅立った。
この百五十六日間五百里に及ぶ旅を、俳文学者の師に従い昭和四十七年











八〇）年冬、大名や幕府 魚御用達をし い 杉山市兵衛俳号杉風から、
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の乱れた一群は、四 から十五日まで続く。では十五日に曽良はどのような健康状況にあったのであ うか。み と「雨止。昼過、翁と鹿助右同道ニテ図書ヘ被参。是ハ昨日約束之故也。 」 記載していて十五日の記載であることは「昨日約束之故」とあること ら明らかになる 一方曽良は「予ハ少々持病気故不参。 」とある。芭蕉は四月四日に翠桃（鹿子畑豊明）の
かのこばた
兄で館代の浄法寺図書高勝（桃雪・秋鴉）の招きに応じる約束があった。そのため図書の家来鹿助が芭蕉を案内して余瀬の翠桃宅 出掛けている。一方曽良は「予ハ少々持病気故不参」と翠桃宅に在宿している。この体調の悪い日に認めたも であった。曽良についてみると、 「山中温泉の章」で「曽良は腹を病みて、伊勢の国長島と云う所にゆかりあれば、先に立て行く」とあり、文面からは山中温泉から伊勢に直行したと理解されている。芭蕉もそのように理解していた
のであるが、曽良は直接伊勢の国長島には向かわなかったのである。八月十四日に大垣に到着し、芭蕉が到着することを蕉門の近藤如行や竹戸に会って伝え、嗒山・此筋・千川・浅香には手紙を書き残している。その後伊勢長島へと向かい、叔父が住職をしている大智院に訪れた。そしてその翌日の十六日の夜より薬を用いている。腹の痛みを十一日ほども堪えていたことになる。
曽良という人物はあくまでも芭蕉に忠実に仕え、律儀で我慢強く繊細な




























記』は毎日記したものではなく、数日間滞在した宿 まとめ書きしたものであったことを窺わせる表記がある。ここでは紙面の関係上、次の例を挙げることとする。三月二十八日 条「此日栗橋ノ関所通ル」二十九日の条に「同晩鹿沼ニ泊ル」 、四月朔の条「其夜日光上鉢石町五左衛門ト云者ノ方ニ宿。 」二日「同晩玉入泊」とあ 。当日に記載したものであれば「此日」 「同晩」 「其夜」 は記さないのではないか。
さらに、活字を見ていては疑問を生じないが、 『旅日記』 （ 『芭蕉紀行文
集』 ・天理図書館善本叢書・天理大学図書館藏・八木書店出版）によって直筆を見ると同筆群が塊となっているこ に興味を覚える。例えば、旅立ちから四月三日までの筆跡の流れはほぼ同じであり、四 から十五日までは同じ筆勢群となっている。三日の玉入から黒羽に到着するまで 記載をみると、 「同三日、快晴。辰の上剋、玉入ヲ立。鷹内ヨリヤイタヘ壱リニ近シ。ヤイタヨリ沢村ヘ壱リ。沢村ヨリ大田原ヘ二リ八丁。 田原ヨリ黒羽へ三リト云トモ二 余也」 。芭蕉 曽良は四月二日、玉入の名主七左衛
たまにゆう
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ら五百メートルほどの街道筋、松本村（現在の松本一丁目、滋賀県県庁に近い月見坂付近であって琵琶湖の辺りではない。 ）で『徒然草』の講釈をしていた狂隠者であった。芭蕉は当時、一般庶民が古典文学作品を読むことが きなかった時代であったことから、路通に関心を寄せたのである。このことが三井寺の学僧とも云われる所以である。 方芭蕉に心酔した路通は意気投合して、貞享五年の春に深川の 庵近くに越してきた 芭蕉
は路通と『おくのほそ道』の旅をともにする予定でいたのであるが、元禄二年（一六八九）閏正月二十日付島金右衛門宛書簡で次のように記している。
十七日上方へ登り候とて、夜前江戸より愚庵音信御座候而、残多、千歳之愁、昨日より泪落しかちにて茫々前とあきれたる計ニ御座候。いさゝかの交に哀なる情共云残して、行衛したはしく打暮申候。
芭蕉が納得できない簡単な理由を言い残し、十七日上方に向けて旅立ったのである。芭蕉はこのことを知って「茫々前 あきれたる計」りで、 「涙がち」になったのである。大垣に到着した芭蕉と路通を迎えた大垣藩家老戸田如水は、 『如水日記』で路通について次のように記している。
能登の方ニテ行き連、同道にー（中略）ー西国之生レ、文学之才等有之ト云々。歳三十より内也。白き木綿之小袖数珠を手に握ル。心底難斗けれとも浮世を安クみなし不諂不奢有様也。
東海道の旅とは異なり未知の整備されない陸奥路の旅である。 「尿前の
章」で「出羽の国に、大山を隔て、道さだかならざれば、道しるべの人を頼み侍れば、究竟の若者、反脇差をよこたへ、樫の杖を携て、我々が先に立て行。けふこそ必ずあやふきめにもあふべき日なれと、辛き思ひをなて後について行（ー中略ー）肌につめたき汗 流して 最上 庄に出づかの案内せしお この云やふ。此みち必不要の事有。恙なうをくりまいらせて仕合したり よろこびてわかれぬ。 」という体験 したのである。道
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玉津島明神（女神・衣通姫）と住吉明神（男神・中筒男命）は、国境の神・和歌の神として知られ、女神は内（国を守る） 、男神は外（外敵を防ぐ）という信仰に基づき祀られている。このため、陸奥・下野ともに「自らの関を玉津島を祀る」 、とし反対側に「住吉明神を祀 」としている。
というものであった。 「女神は内（国を守る） 、男神は外（外敵を防ぐ）という信仰に基づき祀られている。 」つまりは、双方が国内を守 玉津島明神、外敵から守る住吉明神であり、一社で二つの役割を果たして るという実に合理的な祀り方ということにな





























る」と説明板に解説されている。このように男女二体の神を堺の神として向かい合わせて祀り、 境界標識とする が古代から 慣わしとされている。東山道の関ヶ原の不破の関も東海道の逢坂 この何れも男女両 並べて祀っている。 （訪ねてみると不破の関は二所 関ように社はない。 ）
かつてこの二つの神社の前には茶屋があったが、明治九（一八七六）年、
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